
1フ7  界8巻 第2号（1957）  

Ⅱ 一般形態（外部）並一メに経過習性  

緒  

前篇Ⅰにおいてオリー・プ樹におけるオリ－・プアナアキゾウムレ旦γわうよ〟1Sdβrゞ∂70：ゐe㌢ざよの加害状況並びにカサーープ樹  

被害の実態に．ついて述べたが，・一応本害虫の一・般形態並びに．経過習性濫ついて述べる必要があるので，従来の研究成績  

を元にして以下に若干論述し，防除上特紅注意すべき要点を指摘したい 

〔Ⅰ〕一般外部形態  

本書虫は前にも述べたように本邦国有の害虫であるが，本憧の健名（学名）はLEW工S，Gい の日本における採集品に  

基づいて新陸として記戟せられたものらしい（1）、木簡の分浅学杓或詣．形温学的研究はこれ迄に．すでに幾人かのこの方面  

の研究者紅よって行われて来た筈であるが，一応憤序として玄にその概説を試みるJ但し，本虫についてほ最近また単  

糸（1955）（1）もその形態記戟を行って一層るので，それと多少の重安ま免れないが，同氏の記述と吾々の研究と相違する  

点，記述を補足すべき点も存す－るので同氏の了解を得て以下簡単に述べる 

（1）成   虫  

成虫ほ．第6図の如く大略紡錘形，黒色を呈するり 但し描節，爪及び腰節先端部辣犬突起は．褐色乃至赤褐色を呈する  

羽化後間もない個体にあってほ．しかし乍ら全体赤褐色な呈する頭部ほ口吻をも含めて全体黒色やや光沢奇石する口吻  

は一叔象昇虫と同様先端部南平となって巾広くなり，背面も他と同じく親著な点刻お装う前掬背長より少しく短く内  

方へ僅かに．轡曲する触角溝は口吻先端の両則ほその始まりが明かであるが，それにつづく部分は吻の下方に・まわって  

いて表面からは分りにくい．複眼，触角共忙黒色，触角ほ第フ図か細き形態をなし，特に・光沢強し－両複眼笥の巾ほ吻  

の巾よりもほるかに．狭くなる 前胸背は中央前方に．頓着な懐伏逢超線を有し′又附近に粗大なる円形層状隆起を装う・  

之等の層状洛起は頂部が円く火口状に凹んでいるが，背面より側面紅かけて次第にノJ＼となり，隆起笥に腰細色剛毛を放  

生する脚は黒色第B区lの如くで，前，中，後閣のそれぞれで大きさ紅余り大差はないが，多少中脚は他より小さい・全  

Fig・6いTheadultoftheolive Fig・フ・・The antenna of the Fig。8。Thelegs of the adult weevi1 

weevil，  adultweevil ： 
＝1eg  

C：Hindleg   
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面に点刻を装い褐毛を散生する・遡鞘ほ極めて－硬く，粗大  

な点刻を装うが，中央部から側面に至るにつれでやや細か  

くなり，叉概して基部に近い部分及び末端部程細かくてそ  

の中間帯が特に粗大である・前後に縦走する遡鞘稜状隆起  

線ほ背面の3本が特に顕著となり，第3番目の隆起線ほ後  

方に延びて麹鞘後方傾斜部で顕著な突起を形放する‖ 遇鞘  

肩部ほ僅かに．隆起する．′後遍は第9蘭の如く完全で，多少  

暗褐色を帯び膜質であるが，殆んど飛翔に使われること．は  

ないい 通弊表面の褐色乃至灰褐色剛毛ほ基部に近い部分及  

び後方傾斜部にのみ分布し，その中問帯（後部傾斜部の  

直前部に当る）にはこれを欠き 従ってその部位にほ全体  

として巾広い黒色横笛を現わすい 叉週畢尖端ほ完全に接着  

することなく，僅かに開いでいる・成虫についての各部測  

定値ほ第5表の如くで雌雄間で梢体形を異にするととが分  

るが，特に凝著な性徴は．認ゆ難い：しかし腹部第1節中央  

の部分が堆では多少凹鼻，J雌ではまた僅かに膨んだ形をな  

し，またそれにつづく晦部第2，欝3節の巾申狭まり具合  

が雌雄でわづか転兵なる．、しかし多数個底を取扱って：みる  

と．，両者の中間型を呈する個体も可成多く存する 

成虫口吻尖端部の所謂口器はヨ綿に頑丈で，大顎は第二lO  

図の如く3純歯を有し（但し歯は鋭利），硬い器物を噛  

るに適する小 黒褐色にしてその背面には2剛毛を有す  

る 

1フ9  

Figu 9。rhe hindwing of．the adultwqevil．  

Fig．10．Themandible bfthe adultweevil 

（2） 卵  

産下直後の卵は乳白色であるが，後次第に．黄味を帯び更に褐色となる∴滞11図の如く，大略球形叉ほ楕円形を呈し一，  

その大きさほ第6表の如くである 

Tab6．The size of eggs of theolive weevil，  

Diameter  

Notes：The data were shown with the number  

of scales of the ocular micrometer 

（111nit＝0．041mm） 

Fig．1L．The eggs of the olive weevil．  

（3）幼   虫  

幼虫は第12図の如く般襲多く乳白色な呈する飼育の結果5令を経過するものの如く，各令の頭巾測定値は第7表及  

び第13図の如ぐである・老熟したものにあっては多少黄昧を加えて来るが，その形態上の特徴を述ぶれば，頭部褐色，  

前胸背は決褐色で第14図の如く頭頂より下方に向って淡色の巾広い帯状紋を装う．単眼は．全く退化して只その部位紅黒   
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Fig．12…Thelarvae of the olive weevil．  
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Fig．14．The head of thelarva of weevil 

Fig”13tThe frequency／CurVeOf the headcapsulewidth  

Of the weevilinlarvalstage．  

Ⅰ，Ⅱ，，Ⅴ：In＄ta【■OflaI－Va・  

Tab．7．王‡ead capsulewidth of thelarva of the olive weevil，  

（Wild samptes）．（1955）  

InstaI  

色色素班を残すのみである・触角は微小にして只1節円錐形決褐色を呈す前胸背板ほ僅かにキチ■ン化し，背面中央に  

浅い縦溝を形成する・・中及び後胸背板は前背板，後背板，異臥気門臥上側板の5部よりなり，腹坂の構造は各節殆  

んど同様で前後腹板及び脚那に分れ，脚部にほ托状の偽間を臭う‖腹部は最終節を徐く他は殆んど同様な構造を示し，  

腹部背板は前，中，後の3部分に分れている・気門は前胸に1対，腹部第1～第8環節に8対都合9対存するい 気門輪  

紋ほ褐色を呈し良卵形をなすい幼虫体表の剛毛配置は概ね下記の如くである‖   
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胸部及び腹部：  

前胸側板  

中〃・一ソ”  

後〝〝〝  

腹部背板（後背板）  

幼虫の口器は概ね第15図の如ぐであるが；上唇に確3  

対の剛毛を有する胤前縁部に．多くの感覚突起を具える  

感蒐孔は1対∩ 大顎は黒褐色，略々三周錐の如き形状を  

なし，基部にほ顕著な為感状突起3を具う，背面に．2剛  

毛を有し，2鈍歯を具えるが，鱗麹類のそれの如く歯は  

薄くない・小顎薮雄褐色にて2節，小顎瑠状も同色8本  

の感覚突起を具えるハ 下唇薮博褐色乃至黒褐色にてやほ  

り2節よりなる．   

下層前基節及び同後基節に．はそれぞれ3対の剛毛を配  

する・マラ・－（malaI）には10対の剛毛が存在する  

Fig“15．The mouth partsof thelarvaofthe olive  

weevil 

A：Lablum，B；Mandible，C：Maxillo－ 

Iabial－hypopharyngealcotnplex．   

（4） 嫡  

蛸は第16区lの如ぐで全体乳白色，その体長ほ  

13～15cm平均ユ．．4cmである．．全体として一一 

般象界虫の蛸形態と大差はなく，遡部は中脚及  

び後脚の間に斜に後下方に向って抑えつけらる  

る如く位置する各部剛毛ほ突起上に生え，そ  

の配置ほ概ね次の如ぐであるり 但し腹部最終節  

にほ局方に向う梢大なる突起を有する 

頭部  5対（中3対ほ微小）  

口吻部  3対（間隔大）  

前胸背  8対  

中及後〝〝  各2対  

対
対
対
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Fig．16．The pupa of the olive weevil．．  
し鱒部：  

〔．Ⅱ〕経 過 習 性  

本書虫の経過習性についてほ尾崎（195〕）（3ノの簡単な記述があるが，調査の態果従来やや不分明であったいくつかの事   
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項が次第に朋らかになった これ紅ついてはすで紅1部学会でも発表を行ったが，く2）以下にまとめて－その大要を述べる  

こと．とする・  

（1）－・般習性   

成虫は3月下旬頃から出現し，11月上旬頃迄活動をつづけるが，日中はオリ－プの樹幹地際部の凹所紅潜入静止する  

か，オリーブの枝梢分岐部に儲1フ図の如く懸垂し（些細な動静でもすぐ落下する態勢）静止しているが，夕刻より出で  

て活動を開始する全く夜行性の昆虫であ  

る   

本種は前に．も述べた如く完全な後遡を  

具えてはいるカ皇，殆んど飛痢するこ 

く，移動は専ら歩行のみ浸よる．交尾，  

産卵摂食等の行動は全く夜間の姦行ゎれ  

る訳であるが，交尾時間は一般に非常に 

長いので望月日中も尚痍行されているこ  

とも少くなト成車の食餌ほ勿論オリ－  

プの場合は葉柄，新梢小枝等の皮層部等  

であるが，園内ではかかる成虫の食害が  

Fig．18．The pennis of the  

adult weevil 
Fig．1フ．Themannerof restingof  

the adult weevilon a  

braI】Ch of the olive tIee 

余り目立つことほ先づない．く成虫の交尾  

ほ非常に頻繁に．行われ，堆は雌に相恩すれば直ち濫交尾を試む1且つまた1回の交尾に要する時間は前述の如く一般  

に長い．堆成虫のぺニスほ第18図の如くキチン化した極めて硬い攣曲した形感を示し，・一・旦交尾すればめったに中絶さ  

れることはない雌成虫ほ交尾が終了して－も患ちに慮卵を開始することは殖んどなく，相当長い産卵前期間を有する  

が，成績の1部を示せほ肇8表の如くである 

Tab．8．The durationof the pIeOVipositionperibdof the adultweevil，（1955）   

産卵部位裾前璃でも触れたよう、に通常はオリ－プ樹め地喋部（上っても通筒地上40cm位迄）であるが，稀濫地下部  

にも潜入産卵することがあ 

に自己の排世1勿を以り‘で監なする変った習生をもっ・ているが，・右の′滋子‘ま第L咽に示した如くである・勿論既成虫ほ・一  

度に．多数の卵を産下することなく，エ日に1伺又は2～3日に1個といった不規則な産押をなす′・しかし成虫の寿命ほ  

きわめて長く1年以上2年も生延びるので，雌茨虫山豊中の除塵下卵数ま可成な数に達する 

膵化した幼虫ほ始めしばらくの問は皮層内を浅く潜行食害をつづけるが，発育を重ねるにつれて次第に・形炭層をも食  

害するようになる．充分に生長を遂ザたものほ．更に材弧こも達し財部灰・、克く嫡化孔を作って嫡化するが，一適期間の後  

更にそれより成虫と．なるけ 幼虫加害中の披嘗尉ば．その披寄郵の孔から木屑が多くおし出されているので容易に本虫の被  

害を知ることが出来る 

しかし乍ら前にも述べた如く，通常1樹紅相当多数のかかる幼虫が樹幹をとりまいて加害するので，恰も環状剥皮を   
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施した如く，水養分を全く経たれて枯死する場合か多いので   

充分注意の要がある 

（2）発生経過  

本虫の発生経過は全く複雑である．何故ならば本虫は非常   

に長期間に亘ってダラダラと．産卵をつづけ他の昆虫の如く或   

時期に－・斉紅産卵が行われることほ．ないからである・従って   

成虫の羽化時期も決して十許ではない・今飼育試験を元にし   

て本種の経過図を示せは第20図の如ぐであるが，その間にほ   

産卵時期の異なるに．従っていろいろな移り行きがある・尚又  

従来行った飼育試験の成績を一席して示せば第，9表～寛18衆   

の如くで，発育の概要ほ凡そそれ等によって知ることが出来   

る之等の実験の結果から本虫の発生経過は春草く崖下せられ   

た卵はその年の夏に，春遅く産下せられた卵は初秋の供に成   

虫となり，夏から秋にかけて産下せられた卵ほ．2年にまたが  

このこと．は全く疑いの余地ほない 

第8巻 第2号（1957）   

Figu19The hole on the surface of truhck of  

the olive tree for oviposition made by  

the adult weevil”（The eggs to belaid  

in the holes，and to be covered with  

the excreta of the adult weevil） 

、つて翌年の初夏の候に成虫となることが予想されるが，  
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O Egg stage   － Larvalstage   ◎ Pupalstage   ＋ Adult stage  
I，Ⅱ，Ⅱ：Thelst，the 2nd and the3rd year．  

Fig・20・Seasonalhistory chart of the olive weevil（1955～195フ）   
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Tab9“The duration of developmcntalperiod of the olive weevil，（A），・（1954）  

1∈‡4  

Tab．10The durationofdevelopmentalperiod of the olive weevil，（B）l（1955）   
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Tab．ll。The duration of the egg stage of the olive weevil，  

at each month．（1954，1955）  

Obse工Ved  
numbeI   

Min小～Max  Sample mean±mean errO王  Standard deviation  Coeff．r of vaIiation  

Montb  

■  
玩芯iid蒜石㌻汽㌃  
Of population mean  

at95％lebel  

Obse‡Ved  

numbeI  
Min．′、′Max  Sample mean  Variance  

1205′｝12．83  
臥9フ（ノ 9‖75  

フい0〕′－ フい50   

フ．04′－′ フ80  

929～99〇  
1フ．．44・・〉18．40  

12 44 

9 35 

フい25   

フ．42  

9 60 

ユフ92  

Tab．ユ2The duration of the egg stage o董the olive weevil，  

at dif董erent temperatuIe（1955）  

‾■‾‾▼～‾‾■【l‘‾▼c占毒ff∵‾－  Confide云t古Iimitof  
population mean   
at95％lebel  

ObseIVed  
numbeI  

Sarnple mean  Of  
Va‡iation  

％   
2361  

9．95  

9，08  

Min．′、Ma】r．  VarlallCe  

Days  
ll．．22～120∈‡   

フ53′－1088   

フ37～ 7，8ブ  

ayS yS  

喜‡三言巨…蔓  

Tab”13．Thelarvaユduration of the olive weeviユ，  

at each month（】954，1955）  

ObseIVed  
numbeヱ  

Coeff．of．variation  Montll  

V～Ⅵ  
Ⅵ～Ⅵl  

Ⅶ～Ⅷ  
Ⅶ～IX  

Mont王l  

Samplc mean±mean errOI  Staudarb deviation   Min．【〉Max  

Days  
4フ3  

5．30  
6．13  

Valiance  

場The calculations was based upon the resultsin1954  

Tab．14．Thelarvalduration of the olive weevil，  

at2フOC and200Cい（1955）  

Cceff．  
Of  

vaIiation  
－∴二二‥二∴  

Observed  
number・  

VaIiance  Temperature  Min．′YMax  

69・93Days皇1・5い05％  39～フ7Days7 5345Da呵 5186～55．03Days  2フOC 【 10；）  

144・02～153∞l369・59 ！1292   2〕OC l  フ3 1115～196 114e51  
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Tab．15．The pupalduIation of the olive weevil，  

at each month．（1955）   

ObseIVed  
n11mber  

Coeff．of vaIiation  Sample mean±mean errOr  Min‖一、′Max  Standard deviaton  

Days  
lO92±030  

13，69±0．37  

Confidencelimit of⊥  
population mean at  
95％1ebel  

ObseIVed  
numbeI  Minい～Max  Sample mean  Var■1anCe  

849～10．1フ  

9．48～13．56   

Tab16‖ The pupalduration of the olive weevil，  

at27◇C and200Cり（1955）  

Coeff．  
Of  

Variation  

Confidence limit of 
population mean at  
95％1ebel  

ObseIVed  
numbeI  

Temperature  

2フOC  

Minい～Max． Sample mean  VaIiance  

83  卜 7～15Daysl1003Days f 9”フ4～1033Daysil．82Daysl13．40％  

フユ． 1⊥3～16  114∝）   11399′－14．18  臣  0．63  

Tab．17The duration from the emergence to the appearance of the  
Olive weevil，（1955）  

Observed  
numbeI・   Min～Max．ESample mean±mean erTOI  Standard deviation  Coeff．．of variation  

25 l4～15Days  903±052Days l   2．60Days  

Montb  

Ⅶ～Ⅸ   

Ⅹ～ⅩⅠ  

Confidencelimit of   
population mean at   
95％lebel  

‾▲、‾‾■ 

cら占げ 

ObseIVed  
numbeI  Min～Max  Sample mean  VarlanCe  

36 91 

33u20  

687′｝765  

8．12′～1188  

Tab18．，The duration from the emeIgenCe tO the appearance of the olive weevil，  

at2フOC and20OC小（1955）  

－∴二こ∴ニ・  

㌻キさ三÷ 
Coeffい   

Of  
VaIiation  

ObseIVed   
n11mbeI  

Temperature  Min ～Max 

85 l4～25Days  フ99DaysJフ45～8，52Days  6・10Days‡30・63％  

フO  1  3～13 】 1228  】．1202～ユ2．54  4．81  1、フ8   

しかし乍ら，本虫が早春羽化してすぐ産卵をなし，その卵が膵化発育して年内に再び成虫となることが可能であるか  

どうかについてほ，本虫の越冬が大部分幼虫（又は成虫）であって，成虫ほ翌春すぐ産卵するとしても，幼虫ほ春直ら  

に嫡化するものでもなく，通常羽化ほ夏にかかり，しかも通常数ヶ月に．も亘る非筒に長い産卵前期間を有していること  

等から考えて甚だ疑問に思う1恐らく年2回発生ということはあり得ないものと筆者等ほ推論する。尚本種成虫の越冬  

に関してほ従来甚だ疑問禎されていたのであるが，綿密な調査を行えは冬季でも可成多数の成虫を野外で発見すること  

も出来，又野外ク－汐を用いて敷署区，雑草区，ズ・リ一－プ落葉区，裸地区の4試験区に雌雄計10頭宛を放飼して試験し   
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たところ，3月未迄に僅か1頭のみ死亡し他はすべて生存しつづけた‖ 従って成虫越冬の可儲性ほ最早問題でほ．ない 

更に吾々は別途にmar■kingによって本虫の園内に於ける動きを調べているが．前年mar・kされた個体が極めて多数そ  

の軍容にも発見せられた‖ 前に本虫ほ．3月下旬頃から活動を開始することな・述べたが，それ等の早春現われる成虫ほす  

べて斯様紅成虫のままで越冬した個体に外ならない 

以上本種の一・般外部形態並びに経過習鮭紅ついて述べたが，本種が以上の如くきわめて不斉一な発生経過を辿り，且  

つ亦非常に長期間に亘って生き延び産卵をつづけることは防除上真に面倒である‖ しかし成虫の産卵が常にオリー・プ樹  

の地際部をねらって行われる習性は巧に利用して盛砂，盛土，薬剤使用等に．よる産卵防止，成虫の薬剤による直接駆除  

等の目的を達することが出来る筈である，特にこの際Bandingの応用が可能であることほ非常Qe：．有利であると∴監う 

ロ器の形態等よりみて加害中の本種幼虫等に対して消化中幕剤等の応用等も考えられないでほないが，何といっても樹  

皮下に在つて発剤の適用が困難であるい しかし工夫のやり方によってほ接触剤叉ほ消化中毒剤等の適用がその幼虫に対  

しても或程度可能であろう・・成虫に対しては塩素系の如き手軽な接触殺虫剤を応用することが有利であろうれ但し応用  

の仕方紅ほエ夫が要るように思う・尚本種成虫はオリ－ブ樹の近くでほ英，蓮，落葉等の下に瀾入する習性がある従  

って潜伏所誘殺という手段も場合によっては極めて有効なる方法と．考えられる 

摘  要  

カサープアナアキゾウムレの・一般外部形潜にづいて述べた他本種の習性並びに経過にづいて調査研究の成続を元に  

論述した．（形態については第5～フ衷，第6～16図を参照）．  

（1）耳有炒貞汽全く悉才こ′′担任長生て，封で，多犀，座臥隻づへて召置石女計る・蜃階層地瞭部の凹みや小枝に静止し   

いる  

（2）成虫は殆んど飛翔ほ行わず，移動ほ専ら歩行のみに．よる．  

（3）、成虫の寿命ほ極めて長く，1年以上2年に・も亘る・  

（4）成虫は数十日に．も亘る産卵前期間をもつ．  

（5）産卵は1日1個又は．2～3日準．1個といった具合で，一度に多数産下することは余りない 

（6）産卵は樹皮紅円く孔を頻り，その中に1個づつ産込むl而してその上に自己の排唯物で蓋をなす 

（7）オリ－プ樹に於ける産卵部位ほ地際部で，高くても地上30～40叩位迄のことが多い・しかし可成高い（1m以上）   

部位に．産卵することもある．  

（8ト貯化した幼虫ほ樹幹をとりまいて主として形成層の部分を潜行食害する・しかし宕樹でほ直ぐ村野笹も被零が及   

ぶ．  

（9）財部に蛸化孔を作って蛸化する．しかしそれから羽化した成虫ほ通ら鞋ほ脱出して釆ない・ 

（1q 幼虫ほ5令を経過するものと思われる 

拙 発育の模様ほ第9・－1〔表に示したが，結局春早く産下された卵はその年の夏にり春遅く産下された卵ほその年の初   

秋の候に成虫となり，受から秋にかけて産下せられた卵ほ2年に・またがつて翌年の印笈の候に成虫とLなる・従って成   

虫の発生は全く不斉一である．  

（12）成虫は凹所や物蔭にかくれる習性がある・  

u3）成虫の出現期間ほ3月下旬から11月下旬迄である・  

㈹ 幼虫態で樹幹内に越年するものが大多数であるが，勿論成虫越年も可能である 
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R畠 s11m畠  

The，【eSults of sfudies on the habits andlife history of olive wpeviis，Lb，lobius desbタ・OChersi，are   

descこibedin the present paperThe morphologlCaldescrlptiopsupopitsgeneralappearancesarealsomade   

andits characters are shownin Table＄6・16and Figs．5・7．  

1）The adult＄Of thisspeciesarenoc†umalin habit and their feed皐ng，COpulation and egglaying t∂ke  

placeatnight・They hide themselvesintheCfeVicesofthe郡叩nd near the olive tree or stay on  

twigs during d∂y time．  

2）The adult weevi1s cannot且y at a11and fheir dispersaltakes place only bycrawling 

3）Thelife of adult weevi1sis ve【ylong∂nd they canlive for more than a year，SOmetimes even as  

long as two years 

4）The pr60ViposiIion pe［iod of抽e adult femalesis∂1so verylong andiIattains to about two or three  

montbs  

5）The adult females do not depcsit alarge mmber of eggs aIa time，Usually theylayaneggo【tWO  

every day，Or an egg Or tWO On eVe【ylwo or three day：s．  

6）Theadultfemalesmakeasmallroundholeon－hesurfaceoftムetrunk 

hole and cover the egg with their excret∂ 

7）The adt）lL fe誓aleslay eggsonthelower p∂rtOf theolive trunk，uSuallynear the ground surf∂Ceup  

to30－40cm above the gIOund．Sometimes；rhe site of ovipbsition may reachlm or moreabove the  

gIOund．  

8）Thela【Vaeminein thebarl【Ofthe trunkand ea卜into the cambiumofthe oiive tree，although the  

mine may reach the outer part of woodin the case where young trees are attacked 

9）TheyexcavatethepupatiollCellintheouterpartofthewoodoftheolivetrunkbeforepupationT中e  

neⅥly tr∂nSformビd adulldoesnot come out of the pupa－ion cellimmediately 

10）Thel∂1VaOfthisspeciesofweevilseemtopassthrough＆veinstars，∂1thonghtheresti11【emainsome  

doub竜Sin regard to exact number of moults。  

Il）Ⅰ；二SeemS tha†the eggslaidin the early spring develop to∂dultsin summer，th∂t the eggs′1aid、in the   

late sprlng COmplefe the developmen†in the ea－1y autumn and also that the eggslaidin summer and   

in∂utumn develop to adultsin the early summeIOf the next yea【．The results of the observations  

On theildevelopment∂re Shownin Tables9・18・Accordingly the appearanceiof∂dul－sin a ye∂r aIe  

Vefylrregular 

12）rhe adult weevils usually hide themselvesin the depressionsih the tr11nk of the olive†ree or・under  

SOmething on fhe ground 

13）The duration oiactivity of the adult extends for about eight months from the middle or the end of  

M∂rCh to November．  

14）The ma50rity ofl∂rVae paSSthrough thewinterinits stage，althoughsome adult weevilsm∂y hiber・  

natein the bushnear the olive orcha【d，0†herwise under st【aW he∂pS Or amOng Withered grasses∂nd  

Weeds．（Neither the eggs noこthe pupae of this species of weevjls could be observedontheolivet【ee  

duting the winter）．   
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